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2026年3⽉期 決算ハイライト

連結売上⾼ 連結営業利益

1,168.3億円
前年同期⽐

+5.2％

（百万円）

104.1億円
前年同期⽐

▲4.5％

（百万円）

過去最⾼
4期連続で過去最⾼を更新

5期連続で増収

100億円超の
営業利益を確保

10,000



既存店売上⾼（前年同期⽐） 既存店客数（前年同期⽐） 既存店客単価（前年同期⽐）
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ー既存店客数は前年を下回ったものの、デリバリーを除くと前年⽐でプラスを確保
ー客単価は、価格改定効果が⼀巡したことに加え、単価の⾼いデリバリーの減少が影響

2026年3⽉期の既存店動向
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ー直営全店の客数は前年と同⽔準で着地
ー店内飲⾷の客数は概ね前年を上回って推移するものの、約2割を占めるテイクアウト・デリバリーの客数が前年から減少

（参考）利⽤シーン別の客数動向
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店内飲⾷101.5％
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シーン別客数動向
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2026年3⽉期 損益計算書概要
2026/3期

2025/3期2024/3期

（百万円）

期初計画⽐前期⽐
実績期初計画 増減率増減額増減率増減額

▲2.4％▲2,892＋5.2％5,804116,838119,731111,033101,401売上⾼
--＋7.9％5,94781,180-75,23266,985店内飲⾷*¹
--▲2.4％▲63725,492-26,12925,571テイクアウト・デリバリー*¹
--＋5.1％4699,679-9,2098,428FC出荷売上*¹

▲2.7％▲2,219＋4.4％3,31378,91681,13675,06269,560売上総利益
▲7.6％▲860▲4.5％▲49410,41011,27110,90410,286営業利益

----8.9％9.4％9.8％10.1％利益率
▲6.3％▲714▲5.4％▲60910,70211,41711,31210,496経常利益

----9.2％9.5％10.2％10.4％利益率

▲7.6％▲615▲7.5％▲6017,4708,0858,0717,911親会社株主に帰属する当期純利益
----6.4％6.8％7.3％7.8％利益率
----140.84円152.60円*³142.88円140.15円1株当たり当期純利益*²
----10.7％-11.3%12.0%ROE

▲2.6pt-▲3.8pt-＋4.4％＋7.0%+8.2%+8.2%売上変化
既存店動向
（前年⽐） --▲2.5pt-▲0.8％-+1.7%+5.0%客数変化

--▲1.1pt-＋5.3％-+6.4%+3.1%客単価変化
*¹ 国内店舗 *² 2024年10⽉1⽇付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割。１株当たり当期純利益の算出は分割後の株数で遡及修正 *³ 2025年5⽉16⽇の⾃⼰株式取得を反映して算出。2025年5⽉15⽇発表の決算短信より更新
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ー店内飲⾷は客数・客単価とも上昇し、売上増を牽引
ーテイクアウト・デリバリーは、利⽤客数の減少が客単価の上昇効果を上回る

2026年3⽉期 売上⾼増減要因分析

増収要因

減収要因

＋58.0億円

（億円）
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ー店内飲⾷の客数・客単価の上昇が利益に寄与
ー店内売上の増収効果を、⾷材費上昇などのコスト増が上回る

2026年3⽉期 営業利益増減要因分析

（億円）（億円）

増益要因

減益要因

▲4.9億円



*国内店舗 **2024年10⽉1⽇付で普通株式1株につき3株の割合で株式分割。1株当たり四半期純利益の算出は分割後の株数で遡及修正 8

2026年3⽉期 損益計算書概要（四半期）

2026/3期2025/3期2024/3期

（百万円） 4Q3Q２Q1Q4Q3Q2Q1Q4Q3Q2Q1Q

29,56028,77428,83529,66829,58827,56527,45726,42125,87225,78425,12124,623売上⾼

20,65019,92020,07120,53920,21818,65618,54317,81317,26117,03416,53816,151店内飲⾷*

6,3616,2476,3046,5806,8576,4346,5356,3006,3826,4346,4316,322テイクアウト・デリバリー*

2,4232,4752,3472,4322,3862,3532,2602,2092,1192,2022,0532,053FC売上*

19,97019,36819,50220,07420,01718,63118,87618,07617,93717,70817,12716,785売上総利益

2,7832,3122,3162,9983,3102,3462,8062,4412,7642,5322,5732,415営業利益

9.4％8.0％8.0％10.1％11.2%8.5％10.2％9.2%10.7％9.8％10.2％9.8％利益率

2,8352,4042,3493,1133,4252,4162,8932,5762,7542,6192,6052,517経常利益

2,2611,5531,5212,1342,8651,5601,9431,7022,2811,7321,7612,135親会社株主に帰属する四半期純利益

7.6％5.4％5.3％7.2％9.7％5.7％7.1％6.4%8.8％6.7％7.0％8.7％利益率

42.92円29.64円29.06円39.23円50.71円27.62円34.41円30.15円40.44円30.71円31.22円37.84円1株当たり四半期純利益**

▲0.8％＋3.8％＋4.5％＋10.8％+13.1%+5.6%+7.7%+6.1%+6.6%+7.0%+11.0%+8.4%売上変化
既存店動向
（前年⽐）

▲2.3％▲0.4％▲0.3％▲0.3％+3.1%+0.1%+0.4%+3.2%+3.6%+3.8%+7.9%+4.7%客数変化

＋1.5％＋4.1％＋4.8％＋11.1％+9.7%+5.5%+7.3%+2.8%+2.9%+3.1%+2.9%+3.5%客単価変化
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ー株主還元の更なる強化、及び資本効率の向上を⽬的として、2025年5⽉に⾃⼰株式を取得
ー現預⾦と利益剰余⾦を⼤幅に圧縮

2026年3⽉期 バランスシートの状況

増 減
2026/3期2025/3期2024/3期

（百万円、%） ⾦額⾦額⾦額

▲40415,60616,01114,975流動負債

-2,0002,0002,0001年内⻑期借⼊⾦

▲1,9724,4106,3837,851固定負債

▲2,0001,0003,0005,000⻑期借⼊⾦

▲2,37720,01722,39422,827負債合計

▲9,24764,26973,51668,129株主資本

-8,1668,1668,166資本⾦

▲5359,0269,5629,459資本剰余⾦

▲1,67664,66766,34461,096利益剰余⾦

▲7,035▲17,591▲10,556▲10,593⾃⼰株式

＋78800721505その他の包括利益累計額

▲9,16865,06974,23868,635純資産合計

▲11,54585,08796,63291,462負債・純資産 合計

増 減
2026/3期2025/3期2024/3期

（百万円、%） ⾦額⾦額⾦額

▲13,25829,83343,09240,607流動資産

▲13,59224,52738,12036,296現⾦預⾦

＋1,71255,25353,54050,854固定資産

＋83040,42639,59637,750有形固定資産

＋33815,73315,39413,795建物及び構築物

-19,90219,90219,902⼟地

＋212531318145無形固定資産

＋66914,29513,62612,959投資等

▲4474,4474,8944,166投資有価証券

▲674,6374,7054,702差⼊保証⾦

＋0▲13▲13▲14貸倒引当⾦

▲11,54585,08796,63291,462資産合計

資産の部 負債・純資産の部



2026年3⽉期 キャッシュ・フローの状況
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2026/3期2025/3期2024/3期

4Q3Q2Q1Q4Q3Q2Q1Q4Q3Q2Q1Q（百万円）

4,0881,7331,8972,9894,7461,8412,6881,9384,3042,4892,1503,273営業活動によるキャッシュ・フロー

2,7422,3472,2933,1993,3502,3752,8762,5542,6872,5962,6212,848税引前四半期純利益

870830794768819794763729752709679659減価償却費

▲669321▲67462▲909736▲475506▲523291▲309256債権債務増減

▲1,187▲1,324▲976▲1,286▲1,106▲1,124▲1,174▲1,168▲839▲1,054▲920▲408投資活動によるキャッシュ・フロー

▲1,027▲1,240▲870▲1,218▲1,047▲1,026▲1,045▲1,060▲887▲957▲841▲796有形固定資産の取得による⽀出

2,9004099211,7033,6397161,5147703,4641,4341,2302,865フリーキャッシュ・フロー

▲500▲1,965▲500▲16,572▲500▲1,912▲501▲1,911▲500▲1,817▲500▲1,910財務活動によるキャッシュ・フロー

▲500▲500▲500▲500▲500▲500▲500▲500▲500▲500▲500▲500借⼊⾦等の増減額（▲は減少）

---▲14,490--▲1▲0▲0▲0▲0▲0⾃⼰株式の取得による⽀出

-▲1,465-▲1,582-▲1,412-▲1,411-▲1,317-▲1,410配当⾦の⽀払額

24,52722,12223,68323,23738,12034,96936,17235,15636,29633,33233,71332,983現⾦及び現⾦同等物の期末残⾼

ー営業活動によるキャッシュ・フローは継続してプラス
ー更なる成⻑に向けた投資を推進しつつも、フリーキャッシュ・フローは13四半期連続で⿊字を計上
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ー売上⾼・営業利益ともに過去最⾼の更新を計画
ー新店効果、改装による売上増加を⾒込み、既存店売上⾼は通期で前期⽐3.1％増を想定
ー親会社株主に帰属する当期純利益は、税制改正による法⼈税等の増加を織り込む

2027年3⽉期 通期計画（年度⽐較）

2027/3期
2026/3期

実績
2025/3期

実績
2024/3期

実績（百万円） 前期⽐
通期計画

増減率増減額

+3.9%＋4,519121,357116,838111,033101,401売上⾼

+3.4%＋2,66581,58178,91675,60269,560売上総利益

+5.2%＋54110,95110,41010,90410,286営業利益

--9.0％8.9％9.8%10.1%利益率

＋3.1％＋33411,03610,70211,31210,496経常利益

--9.1％9.2％10.2%10.4%利益率

▲5.0％▲3747,0967,4708,0717,911親会社株主に帰属する当期純利益

--5.8％6.4％7.3%7.8%利益率

▲4.1％▲5.75円135.09円140.84円142.88円140.15円1株当たり当期純利益*

*2024年10⽉1⽇付で普通株式1株につき3株の割合で株式分割。1株当たり当期純利益の算出は分割後の株数で遡及修正
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2,057 
1,617 

2,646 
3,164 3,294 3,298 

3,872 

4,771 
4,387 

7,962 

3,038 
2,477 2,462 2,489 2,548 2,648 2,777 3,075 3,232 3,503 

18/3期 19/3期 20/3期 21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期 26/3期 27/3期
（計画）

設備投資額 減価償却費

設備投資の実績と計画

ー 2027年3⽉期の設備投資79億円と積極的な投資を計画
ー新店投資（14店舗）、既存店の改装投資（⼩規模投資を含めて100店舗超）ともに⾼⽔準で展開する⽅針

設備投資の実績 設備投資計画

備考増減2027/3期
計画

2026/3期
実績（百万円）

•新店（直営店）
前期⽐＋13店舗＋1,5621,932369新店投資

•⼤型投資*25店舗
前期⽐＋10店舗＋1,3494,3332,984既存店改装投資

•餃⼦成形機、
シャールミキサー
などの設備改良

▲105630736⼯場投資

•DX投資（AI活⽤）＋7681,065297その他

-＋3,5757,9624,387合計

（百万円）

*1,000万円程度超の改装への投資を⼤型投資と定義
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ー 2027年3⽉期は新規出店18店舗（直営15店舗、FC3店舗）、退店2店舗（直営1店舗、FC1店舗）を⾒込む
ー⼀都三県を中⼼に出店を予定。期末店舗数は、16店舗増の744店舗を計画

出退店計画

729

737
734 734 732 731

728 728

744

2019/3期 2020/3期 2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期 2027/3期

計画

（店）期末店舗数

+16店舗

合計
（内、FC店）

退店数
（内、FC店）

出店数
（内、FC店）エリア

9
(1)

1
（1）

10
(2)

関東
⼀都三県

303関⻄

202北海道

1
(1)01

(1)
東海

101九州

▲110甲信越

101台湾

16
（2）

2
（1）

18
（3）

合計

出退店計画（詳細）期末店舗数の推移
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20 16
21 20 20 20 20

16
23

25 25
28 28 2833 33

41 40 40 40 40
33

40
45 48

53 56 56

14/3期 15/3期 16/3期* 17/3期* 18/3期 19/3期 20/3期 21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期 26/3期 27/3期

（予想）

1株当たり中間配当⾦（円） 1株当たり期末配当⾦（円） 合計
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ー コロナ禍以降、DOE（株主資本配当率）は約4%、配当性向は30〜40％で推移
ー 当⾯はこの⽔準を意識しつつ、安定配当と成⻑投資加速の両⽴を図る
ー 2027年3⽉期の年間配当は据え置き、過去最⾼を継続

株主還元

46.7
53.5

59.1 58.8 61.5
53.7

42.4 43.8

25.6

40.8
34.5 37.1 39.8 41.5

5.0 4.7 5.6 5.2 5.0 4.8 4.6 
3.6 4.0 

4.2 4.2 4.2 4.4 4.4 

配当性向（％） DOE（％）

*2016/3期は記念配当を含む *2016/3期、2017/3期は単体 **2024年10⽉1⽇付で普通株式1株につき3株の割合で株式分割。1株当たり配当⾦の算出は分割後の株数で遡及修正

配当額は過去最⾼を継続



E-mail︓ir@ohsho.co.jp

部⻑ 稲垣 雅弘
副部⻑ 宮尾 尚
副部⻑ 庄司 達⽣
課⻑ 相川 隆

●将来予想に関連する記述については、⽬標や予測に基づいており、
確約や保証を与えるものではありません。

●予想と異なる結果になることがある点を認識された上で、ご利⽤下さい。

お問い合わせ先
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広報IR部


